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期間後に放けるその飼法を生物学的に評価する方政に

ついて.佗,既にいくらかの研究が行われている｡ここ
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た種々使用形態を異にする D'DT､の国法を,標準条 -

239



～

1

/〟

･欝LIB 妹

が丁肝った晦から秒測時計を以七曝露時間をltかろ

｢定職 Ln曝琵した後,その上に立方形の金網花をかぶ

哩.Tべ トlJ-mをあげJ-イを自由に飛び立たせる｡.

べ トt)一皿 とガラス板はそ9時講から取 り山し,死虫

琴は24時間後の死虫数を以らて決定する｡冊先物とし.

ては水で2由に稀釈した脱脂乳を直霞 ,5.1cm.の机球

にしませて拾寵なべ ト1)Tmに?せく入れておく｡こ

うした方法に依って種々使用形態を異にした芯制の国

縫を比較検討する執 ま耶 Eである｡S･7･,無処理区の.ち
のをかならず設けて併せしらべておく串をわすれては

ならない｡く長沢純夫) ′I

親 ･定 ･

トル),g(ダブム),kg(キログラム),mg(ミt)グラム),

｡(騎民定),%(バ丁セ･/ト),pH (水素イオン弧即 i

hp(沸&'B点),fp(凝固点).mp(敵点),C･11(カt'

1)｢),cat(大ヵロ.)-),MVV 扮 子丘),V (ボ

ル ト).-kV(阜pボル ト),A(7./ベア),.mAL.(ミ

1)アンペア),W (ワッ1.),Atm(気圧),N(塊'jE)

5･ 句読乱 .カツコには･1割を与える｡/､イ71/は区

割の罫線Q.)上!こ明敏に習 くこと｡文献には背潜も.

には- (ゴチック体)の下松をつける.=と｡

(1)I.Cri声tOl:J･Am･Chem.Soc･,69,338(1947)

本文中の引用文献番号はカツコをつけて7Bに小さく

召く,文献は報文の最后に通し番号の旧に列記する｡

邦文碓誌名は日本化学絵党,欧文雄誌名はChcmical

Abstracts;BiologicalAbstracts娩定の略名に従 う

6.校正は初校に取 り著者が行うことを原則とする｡

7･ 別刷は 50部懸垂する｡それ以上の希望数に和し

ては実費を申受 く ｡

8. 原稿の迭付には泡状を附し,発逸年月E],述絡光･

原稿枚数,p等兵及図表数別刷希望数等を記入する｡

原稿校正の邸法は古田とし 投稿その他の連絡は下

･記にする｡

京都市左京局域内北白川,京都大学良学部 ･

昆虫学研究鼠 内田俊郎 ･

防 虫 札 .学

I･r･のもとた於て.飼育した羽化後-2～旦Hのイエ,,･宥

MILSCa'domestz'caIi.によって評価する方法であるや･

拭駿にあたってまづ-イを約 1.7oC の電気冷砥距中

に約 10分I;jlおいて不IH言動状態 となし,･これらを托さ

1･7crnTti径 'J･0cm.のべ,1.12-mに移す｡

之をTT.さ 0.3cm のセt,ファンの小板を問にBj

九から

て 12.

7×17.8cm の結盟なガラス板の上にふせくおく｡普

･池のJ;t上灯をもちいて-イをあたため,上れらが冷却

航肝からさめた時,.セロ与､ァソの小板の上をすべらせ

て.シャーレを評価しようとする DDT 筏班のある

ガラス板の上にずらす｡このガラス板とべ ト1)rmと

. ｣ M
＼

l
編 集 者

･武居三吉,内B]俊郎,大野 稔, 中島 ･稔

河野達郎,長沢純夫/琉田昌之,井上雄三

' 内 規 '･

1.防虫科学に関する研究報文なれば誰でも投稿山東l
る｡但しTlI(稲の収拾は編岱会誠で決めるo叉原稿中

の字句については加除修正を行 うことがある｡原稿

は本枯規定の原稿用紙を用いること｡

2.報文は邦文又は欧文とし邦文には欧文の又欧文に

は邦文の要約を添える｡欧文は･ダイプライ､ぞ一位m

･の耕.誠招..背著名及び所属研究機国名鞄も邦文欧

.文両者を併記する叫｡

3･ 邦文は平かな,研かな使いとし,欧語晋訳には片

･､かなを脚 ､る.但し物質名.人名等はJEk文のまゝと･

する｡写昌,衷及び団の説明は欧文とすること｡図

は白紙叉は青松方眼紙に町呼に塁笥し投稿とは別紙

とすること｡

4･.動植物の学名の下には IT を附ける (イタリッ

ク休となる)｡和名は片仮名をもちいる.

数字はすべてアラビ7t数字を用い,数量のEi位は･}

- I.lL法による,o常任及び術語の略字等は次の例に

よる.llm.(メトトル),cm(セソチメTl,ル),mm(ミ

リメートル),IL(ミクロン),m℡(平方 メートル),m3

(立-JJ-}.｣トル),cLc(9.万セyチメ-トル).･L(リツ,

昭 和 26年12月 29日 印 刷

昭 和 26L年 12月 30日~蟹 行.
/
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が丁肝った晦から秒測時計を以七曝露時間をltかろ

｢定職 Ln曝琵した後,その上に立方形の金網花をかぶ

哩.Tべ トlJ-mをあげJ-イを自由に飛び立たせる｡.

べ トt)一皿 とガラス板はそ9時講から取 り山し,死虫

琴は24時間後の死虫数を以らて決定する｡冊先物とし.

ては水で2由に稀釈した脱脂乳を直霞 ,5.1cm.の机球

にしませて拾寵なべ ト1)Tmに?せく入れておく｡こ

うした方法に依って種々使用形態を異にした芯制の国

縫を比較検討する執 ま耶 Eである｡S･7･,無処理区の.ち
のをかならず設けて併せしらべておく串をわすれては

ならない｡く長沢純夫) ′I

親 ･定 ･

トル),g(ダブム),kg(キログラム),mg(ミt)グラム),

｡(騎民定),%(バ丁セ･/ト),pH (水素イオン弧即 i

hp(沸&'B点),fp(凝固点).mp(敵点),C･11(カt'

1)｢),cat(大ヵロ.)-),MVV 扮 子丘),V (ボ

ル ト).-kV(阜pボル ト),A(7./ベア),.mAL.(ミ

1)アンペア),W (ワッ1.),Atm(気圧),N(塊'jE)

5･ 句読乱 .カツコには･1割を与える｡/､イ71/は区

割の罫線Q.)上!こ明敏に習 くこと｡文献には背潜も.

には- (ゴチック体)の下松をつける.=と｡

(1)I.Cri声tOl:J･Am･Chem.Soc･,69,338(1947)

本文中の引用文献番号はカツコをつけて7Bに小さく

召く,文献は報文の最后に通し番号の旧に列記する｡

邦文碓誌名は日本化学絵党,欧文雄誌名はChcmical

Abstracts;BiologicalAbstracts娩定の略名に従 う

6.校正は初校に取 り著者が行うことを原則とする｡

7･ 別刷は 50部懸垂する｡それ以上の希望数に和し

ては実費を申受 く ｡

8. 原稿の迭付には泡状を附し,発逸年月E],述絡光･

原稿枚数,p等兵及図表数別刷希望数等を記入する｡

原稿校正の邸法は古田とし 投稿その他の連絡は下

･記にする｡
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昆虫学研究鼠 内田俊郎 ･
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I･r･のもとた於て.飼育した羽化後-2～旦Hのイエ,,･宥

MILSCa'domestz'caIi.によって評価する方法であるや･

拭駿にあたってまづ-イを約 1.7oC の電気冷砥距中

に約 10分I;jlおいて不IH言動状態 となし,･これらを托さ

1･7crnTti径 'J･0cm.のべ,1.12-mに移す｡

之をTT.さ 0.3cm のセt,ファンの小板を問にBj

九から

て 12.

7×17.8cm の結盟なガラス板の上にふせくおく｡普

･池のJ;t上灯をもちいて-イをあたため,上れらが冷却

航肝からさめた時,.セロ与､ァソの小板の上をすべらせ

て.シャーレを評価しようとする DDT 筏班のある

ガラス板の上にずらす｡このガラス板とべ ト1)rmと

. ｣ M
＼

l
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河野達郎,長沢純夫/琉田昌之,井上雄三

' 内 規 '･

1.防虫科学に関する研究報文なれば誰でも投稿山東l
る｡但しTlI(稲の収拾は編岱会誠で決めるo叉原稿中

の字句については加除修正を行 うことがある｡原稿

は本枯規定の原稿用紙を用いること｡

2.報文は邦文又は欧文とし邦文には欧文の又欧文に
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BeanWeevilundertheExposureof-VariousHigh Temperatures

皮MinoruOJtNJ115_】19

MassaoKTYOKtJ119-130

22･∫nsectToxicologicalStudiesontheJointToxicActiQnOflnsqcti-

cides.II･.-･...…....･.･.‥･∴ sei.｡kuSAKAI,Minoru SATO皮KeniichiKo乞Ⅰ附 130-140

23･TheD王strihutionandtheI】iology.ofPhlebotomussquamirostTisin

theCityKyoto･･-･-･- .

24.SLudieゞ onthelnsccticidal̂ ctioliofHaedokuso.PhけmatebtOSLa-

OsamuSINOJ)A 141-143

HiroshiMATBtJZAW.A 】43-146

.LY



防 虫一科.学 .節 i5 故

･25.A ComparisonoftheTo妄icityofSeveral.Contact.InsFFticidesagainsト

I theRiceWeevil,SI'toph;Lusory3ae･････.･-･･-､････-･･-･---･･

SeirokuSAI【̂T,MinoruŜTO皮Kcn'ichiKozINA 146-153

20∴StudiesontheSyntheticPyrethrins･III････-･･''･･･/･∴- ･.--･･････ Yuzo王NOUr:I.ヾ
YoshioKATSUDA; Akira.lNISm如tJP.A;''KotaroKtT̂G'AWA &lMinoruOJTR0 1531157

27･OntheDisctepancy･ofKnockDownAEfrect･ofDDT Po'wderPre- ＼

paredwith Volclay'Bentbnitean'd'pailthi;I'creek'Ilentdniteto

AdultoftheCommonHousefly SumioNA(ヨA.q̂WA 157-101

L-08･10ntheFluctuationofSusceptibilityof'C9rhhionliouseFlyto､DDT
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■ SumioNAGAŜWA 161-･160
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